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１． はじめに  

施工箇所が点在する工事を発注する場合は、共通仮設費、現場管理費及び一般管理費

を一括して設計額を算出していますが、設計額と実際に要する費用との間に乖離を生じ

る場合があります。  

このため、設計額を構成する各経費の内容を踏まえて、施工箇所が複数ある工事につ

いて、工事箇所毎に共通仮設費、現場管理費の算出を可能とするものである。  

 

２．対象工事  

施工箇所が複数あり、施工箇所の点在範囲が１ｋｍ程度を超え、工事の施工形態等を

考慮すると、同一施工箇所として取り扱った場合に積算額と実際に要する費用との間に

乖離が生じるおそれがあると発注者が判断するもの。  

① 工箇所が複数ある工事のうち、再入札契約手続き案件の工事を対象工事とする。 

② これまでの実績から入札参加者が見込まれない工事については、新規入札手続き

案件についても可とする。  

注）年間を通して業務を実施する委託（単価契約）等は対象外とする。  

 

３．工事箇所の設定方法  

直径１ｋｍ程度を超える点在箇所については、別地区として取扱い、地区ごとに間接

工事費（共通仮設費・現場管理費）を算定する。  

 

４．特記仕様書及び土木工事施工条件明示一覧表への記載  

 １）特記仕様書に本運用の対象工事であることを明示する。 

＜特記仕様書への記載例＞  

第◇条 施工箇所が点在する工事の積算方法の工事  

（１）本工事は、施工箇所が点在する工事であり、共通仮設費及び現場管理費につい

て標準積算と施工実態に乖離が考えられるため、『○○地区（施工箇所○○、○

○）、△△地区（施工箇所○○）、□□地区（施工箇所○○）（以下、対象地区

という）』ごとに共通仮設費及び現場管理費を算出する「施工箇所が点在する工

事の積算方法の工事」である。  

（２）本工事における共通仮設費の金額は、対象地区毎に算出した共通仮設費を合計

した金額とする。また、現場管理費の金額も同様に、対象地区毎に算出した現場

管理費を合計した金額とする。  

なお、共通仮設費率及び現場管理費率の補正（施工地域等）については、対象

地区毎に設定する。  

一般管理費については、対象地区毎ではなく、通常の積算方法により算出する。 

［注］『○○地区（施工箇所○○、○○）』『△△地区（施工箇所○○』『□□地
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区（施工箇所○○）』の部分には、共通仮設費及び現場管理費を個別に積み上

げる地区名を記載する。  

 

２）土木工事施工条件明示一覧表において、共通仮設費（積み上げ分）の数量が地区

毎に分かれるものは、地区毎の数量の内訳を明示する（例：交通誘導員 ○○地区20 人

日、△△地区25 人日、．．．）。  

 

５．施工箇所が点在する工事の積算方法について  

１）施工箇所の取り扱い  

・原則として、地区を設定した上で、点在範囲が１ｋｍ程度を越えなくなる回数を

限度に細分できることとする。（図１、図２参照）  

 

２）本運用の基本的な考え方  

・共通仮設費及び現場管理費については、地区毎に算出した合計額とする。  

・一般管理費等については、地区毎ではなく、通常の積算方法により算出する。   
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※施工箇所が点在する工事のイメージ図                 （図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※施工箇所が点在する工事の積算イメージ  

従 来：（Ａ地区直接工事費＋Ｂ地区直接工事費＋Ｃ地区直接工事費）×間接費率  

本運用：（Ａ地区（施工箇所ａ）直接工事費×間接費率）  

＋（Ｂ地区（施工箇所ｂ）直接工事費×間接費率）  

＋（Ｃ地区（施工箇所ｃ）直接工事費×間接費率）  

※一般管理費等は通常どおり 

 

付則  

この運用基準は、平成 29年 1月 4日から施行する。 

 


